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問題を科学的に解決することを楽しむ理科学習 

－エネルギー領域「音」の実践を通して－  

 

赤松 雄介  

 

１ 第３学年エネルギー領域について 

 本校理科部では，自然事象や人と「繰り返し関わる」ことを重視している。子ども

たちは，自然事象について生活経験や既習の事項に根ざした考えをもっている。この

ような考えは，個別のものであり，精緻化されていない。自然事象へと関わったり，

人（友達，教師）と交流したりする中で考えを更新していくものである。 

 本校理科部では，〈他者〉についての重点領域を設定することで，子ども自身が学習

内容や方法のつながりを意識しながら，より〈他者〉を楽しみ続けることができるよ

うにする。エネルギーについての考え方は，科学史の中で，研究が進められ人類の生

活に大きな影響を与えてきたものである。第３学年での学習は，このエネルギーにつ

いて科学的に学ぶ初めての学習である。だからこそ，個々の内容を切り離して学習を

進めるのではなく，子どもの実態に即して関連付けながら学ぶ必要がある。また，エ

ネルギー領域を重点にして学ぶ価値は以下のような点にもあると考える。 

〇子どもが「繰り返し」自然事象（教材教具含む）と関わることができる。 

〇どの単元も，実際に具体物を用いて観察，実験を進めることができる。繰り返し実

験することができるものが多い。また，単元内で問題解決の方法に関連性があり，学

習内容だけでなく学習方法のつながりも捉えることができる。 

〇単元間や生活経験から自己を更新していくことができる。 

 エネルギー領域の学習は，個別のものでなく，相互に関連し合っており，自己の考

えの更新を実感することができると考える。エネルギーについての学びは，意図的に

相互に結びつけ，学習内容のいくつかの軸へまとまりをつけることで，理解が再構成

されるようにスパイラル型のカリキュラム編成が小学校理科に取り入れられている。

このことは先行経験で得た知識の持ち込みを容易にして考えを作り出しやすくさせ，

新たな問題解決について理科の見方・考え方を働かせやすくすることができると考え

られる。 

第３学年では，「エネルギー」領域の学習が複数存在する。「エネルギーの捉え方」

についての複数の単元を，エネルギーに関わる大きな学習と捉えて，連動させながら

学んでいくことを大切にしたい。 

 



２ 他教科等とのカリキュラムの連動について 

「音」をテーマにカリキュラムの連動を検討した。今回の場合は，国語科，造形

科，音楽科について単元レベルでの連動させることができる。一方で，ある部分だ

け連動するものや，1 単位時間でなく帰りの会等の時間での学びも含まれる。「音」

を意識しながら，ゆるやかにつながり，子どもの学びを広げていくことを大切にし

た。また「音」を中心としながら，子どもたちがどのような学びをしているのか，

理科担当として実態を把握していくようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







 

本時用いる主な方法 

振る（ゆらす） 引っ張る 

 

３ スプリングドラムはどの

ようなときに音が出るか，実験

する。 

 

４ 実験した結果を整理し，他

の楽器について話し合う。 

 

５ 他の楽器はどのようなと

きに音が出るか，実験する。 

 

６ 実験した結果を整理し，考

えたことを表現し，まとめる。 

を捉えることができるよう

にする。 

 

※ 音楽科教員が演奏するこ

とで，音楽という教科の視点

でも考えさせる。 

 

※ 複数の楽器を準備するこ

とで，考えを広げることがで

きるようにする。 

 

 

スプリングドラム 

筒の下から

伸びるバネ

を揺らすと

胴に反響し

て、カミナリ

のような音

が鳴る。 

「たたく」「あてる」などの

行為が必要なく，揺らすとい

う，「振動」に焦点化して音

を出すことができる。 

・ 実験したことをもとに，

自分の考えを表現すること

ができているか。  

 

４ 授業の実際 

事前・導入段階 

導入段階では，まず総合学習で行ったゴールボールの

活動について話し合った。音を感じてボールをとるとい

う経験から音についての興味・関心を広げていった。そ

の後スプリングドラムを提示した。スプリングドラムを

音楽科教員に演奏してもらった。どのような仕組みで音

が出ているのか不思議に感じていた。予想の交流も行っ

た。スプリングの部分にひみつがあるという意見が出された。その後，実験方法の

交流を行い，学習の見通しをもつことができた。 

展開段階 

展開段階では，グループでスプリングドラムの仕組みを調べる活動を行った。「振

る（ゆらす）」「引っ張る」などの方法を用いて繰り返し実験を行う様子が見られた。

グループで仕組みを調べた結果は図の中に記述していった。全ての子どもが結果を

図の中に記述していくことができた。その後スプリングドラムについて調べた結果

を交流した。その中で，スプリングの部分がふるえている（振動している）ときに

音が出ているという考えが多く出された。 



 

 

 

 

 

 

 次に複数の楽器についても調べる活動を行った。スプリングドラムと同じように

他の楽器も音が出るときに震えているのかを調べていった。 

 

 

 

 

 

 

 指で触れながらその震えを確かめていた。複数の楽器についても繰り返し調べる

姿が見られた。 

 

終末段階 

終末段階では，結果の整理と考察を行った。どのよ


